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③灌漑法  ④撥水、親水チューブ  
要   旨（アピールポイント）  

不織布給水器（チューブ）を使用する低正圧地中連続灌漑法は、簡単で省エネかつ自動的、節水的で

あり、環境破壊の原因でもある降下浸透損失水をゼロにまででき、環境負荷は著しく低く、有機栽培

などアグリ、屋上緑化など都市緑化にも好適です。この灌漑法は、元々、国内向けには施設園芸など、

海外では乾燥地帯の砂漠化抑止・緑化などへの適用を考えて研究が進められ、コストも低く適用範囲

は幅広いといえます。実用上の問題点（ヌメリ現象、チューブ内の排気の困難等）を解消するため、

給水チューブ壁面に防汚性の向上と共に給水性能を安定させる親水性処理を主に施し、チューブ内空

気排出を容易にするため撥水性を一部分施すコンビネーションを考案しました（特許申請中）。それ

により、低コストで簡単に実用性能を得ることが出来ます。現在では実用化の第一歩としてプランタ

用緑化セットとして販売を始めました（‘０６年９月現在）。  
なお、対抗技術としては、点滴灌漑や水が染み出る式の（高圧型）チューブなど、さらに、底面潅水

式、親水性シート等利用緑化方式などがありますがいずれも本法の“湿らす”に対抗するのは難しいと言

えるでしょう。  
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